
日
本
共
産
党
の
志
位
和
夫
委
員
長

は
記
者
会
見
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
新
規

感
染
者
の
減
少
に
伴
う
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

の
減
少
を
「
強
く
危
惧
し
て
い
る
」

と
し
て
、
「
検
査
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー

（
能
力
）
に
余
裕
が
あ
る
い
ま
こ
そ
、

検
査
の
思
い
切
っ
た
拡
充
で
コ
ロ
ナ

を
抑
え
込
む
よ
う
に
注
力
す
べ
き
だ
」

と
主
張
し
ま
し
た
。

検
査
数
は
１
月
か
ら
半
減

全
国
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
数
は
、
１
月
14

日
の
９
万
余
件
か
ら
２
月
９
日
に
は

４
万
４
千
件
と
半
分
以
下
に
減
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
１
年
間
を
み
て
も
新

規
感
染
者
数
が
減
少
し
た
と
き
に
検

査
数
を
減
ら
し
て
し
ま
い
、
感
染
抑

え
込
み
を
は
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
、

第
２
波
、
第
３
波
を
招
い
て
し
ま
っ

た
教
訓
で
あ
り
、
志
位
委
員
長
は
、

「
こ
れ
で
は
悪
循
環
に
な
る
。
何
度

も
失
敗
を
繰
り
返
す
こ
と
は
許
さ
れ

な
い
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

無
症
状
感
染
者
が
広
げ
る

新
型
コ
ロ
ナ
の
特
徴
は
、
無
症
状

感
染
者
が
感
染
を
広
げ
る
こ
と
で
す
。

日
本
共
産
党
は
、
早
く
か
ら
下
記
の

３
つ
の
提
案
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

今
後
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
ん
で

も
、
感
染
が
収
束
す
る
ま
で
に
は
長

い
時
期
が
か
か
る
と
い
う
の
が
多
く

の
専
門
家
の
見
解
で
あ
り
、
感
染
力

の
高
い
変
異
株
、
抗
体
の
効
か
な
い

変
異
株
の
出
現
も
警
戒
が
必
要
で
す
。

「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
の
調
査
で
は
、
18

都
府
県
で
高
齢
者
施
設
な
ど
で
の
社

会
的
検
査
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

今
こ
そ
検
査
を
強
め
る
よ
う
政
府

に
求
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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助け合う仲間

１
月
15
日
、
臨
時
市
議
会
が
開
催

さ
れ
、
高
校
生
に
１
万
円
、
中
学
生

以
下
に
５
千
円
が
給
付
さ
れ
る
「
子

育
て
世
帯
応
援
給
付
金
」
２

億
８
千
万
円
と
11

月
に
実
施

さ
れ
た

Ｐ
ａ
ｙ
ｐ
ａ
ｙ
を
利

用
し
て
買
い
物
を
す
る
と
５

千
円
が
還
元
さ
れ
る
「
緊
急

経
済
対
策
市
内
店
舗
応
援
事

業
」
１
億
６
千
万
円
が
計
上

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

か
か
る
予
算
が
６
千
７
百
万

円
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、

テ
ナ
ン
ト
で
営
業
を
さ
れ
て

い
る
方
に
対
し
て
10

万
円
を

支
給
す
る
小
売
業
・
飲
食
店

等
維
持
支
援
事
業
補
助
金
が
コ
ロ
ナ

禍
が
収
束
し
て
い
な
い
の
に
１
億
２

千
万
円
削
除
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
緊
急
事
態
宣
言
は
14
日

発
令
を
受
け
て
加
古
川
市
議
団
と
し

て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
充
と
飲
食
店
に

限
定
せ
ず
、
納
入
業
者
や
他
業
種
に

も
対
象
を
広
げ
た
経
済
支
援
事
業
を

行
う
こ
と
、
福
祉
・
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
縮
小
（
小
さ
な
政
府
、
民
営
化
）

と
、
大
幅
な
規
制
緩
和
、
市
場
原
理

主
義
の
重
視
を
特
徴
と
す
る
新
自
由

主
義
か
ら
の
転
換
を
政
府
に
求
め
る

よ
う
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

①PCR検査の拡充、無症状者を把握・保護する積極的検査戦略－

感染集中地域での大規模検査、医療機関などでの全額国費によ

る社会的検査、宿泊療養施設を借り上げ、陽性者保護を。

②医療機関と医療従事者、保健所への支援を抜本的に拡充する。

すべての医療機関への減収補てん、保健所の臨時的な人員強化。

③自粛要請は、感染抑止を実効あるものにするためにも十分な補

償とセットで行うこと。持続化給付金や家賃支援給付金の継続

「GoTo」に１兆の使用やめ感染防止に注力を。

核兵器禁止条約が発効 記念宣伝行動
ミ
ニ
か
こ
バ
ス
土
山
ル
ー
ト
運
行
開
始

初
日
に
乗
っ
て
み
ま
し
た

（
土
山
・
大
西
）

コロナの収束へ、いま大事な３つの提案

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
思
い
切
っ
た
拡
充
を

感
染
者
減
少
の
今
こ
そ

共
産
党

志
位
委
員
長

1月22日に、核兵器禁止条約が発効しました。加古川駅前で
発効記念宣伝が取り組まれました。主催は加印原水協です。

２
月
１
日
、
ミ
ニ
か
こ
バ
ス
平
岡

東
ル
ー
ト
の
運
行
が
始
ま
り
ま
し
た
。

早
速
、
土
山
駅
南
口
発
イ
オ
ン
タ

ウ
ン
東
加
古
川
行
き
の
第
３
便
に
乗
っ

て
み
ま
し
た
。

乗
客
は
私
一
人
で
定
刻
に
出
発
、

途
中
の
停
留
所
に
は
待
っ
て
い
る
人

が
お
ら
ず
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
終
点
に

到
着
。
運
転
手
さ
ん
に
お
聞
き
す
る

と
、
「
１
便
の
利
用
者
は
お
２
人
で

し
た
」
と
の
こ
と
。

土
山
西
で
「
か
こ
バ
ス
早
く
実
現

を
」
と
言
わ
れ
て
い
た
方
に
お
聞
き

す
る
と
「
夫
婦
で
播
磨
病
院
に
行
く

と
き
利
用
し
た
。
便
利
で
あ
り
が
た

い
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

後
日
、
市

の
担
当
課
に

お
尋
ね
す
る

と
、
「
平
均

１
日
に
十
数

人
程
度
で
す
」

と
の
こ
と
で

し
た
。
も
う

少
し
利
用
者
が
増
え
、
市
民
の
足
と

し
て
定
着
す
る
と
い
い
で
す
ね
。

イオンタウン東加古川で

加
古
川
に
新
し
い
橋

加
古
川
に
新
し
く
橋
を
架
け
る
工

事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

橋
が
架
か
る
の
は
、
加
古
川
大
橋

と
池
尻
橋
の
中
間
を
通
る
、
市
の
都

市
計
画
道
路
「
神
吉
中
津
線
」
で
す
。

場
所
は
水
管
橋
の
南
側
に
な
り
、
現

在
、
橋
桁
の
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
神
吉
中
津
線
」
は
「
中
津
水
足

線
」
に
繫
が
り
、

国
道
２
号
線
と

と
も
に
中
心
市

街
地
を
支
え
る

主
要
幹
線
道
路

と
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

加
古
川
橋
も
拡
幅

国
道
２
号
線
の
加
古
川
橋
も
、

兵
庫
県
が
現
在
の
橋
の
北
側
に
新
し

い
橋
を
建
設
中
で
す
。

新
し
い
橋
が
完
成
す
る
と
現
在
の

橋
も
架
け
替
え
、
上
下
２
車
線
ず
つ

の
４
車
線
化
し
ま
す
。

立花俊治

予算補正とコロナ対策申し入れ


